
上三川町社会福祉協議会 

ネットワーク構築事業 

くろねえ事業 

ネットワークは ”つながり” から出来ています。 

上三川に今あるつながりが人を支える地域を目指します。 

誰もが「くろねえ！くろねえ！」と幸せに暮らせることを願って・・・ 

「ちょっと心配な人を、今、地域で支えよう！」 

    それが未来の「人と人が支えあう地域」の土台になります。 
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ちょっと心配な人を見守る 

ちょっと心配な人にかかわる・お手伝いする 

★くろねえ集会やくろねっとさん養成講座、認知症サポーター養成講座 

などいろいろな場で学ぶ 
 

★地区社協などの地域に密着した活動への参加や様々なボランティア活動

などに参加していろいろな人とつながる 

★「声かけるのはドキドキする」「私に何かできないかしら」などなど・・・同じ思

いを持つ人たちがたくさんいる。 
 

★「くろねっとさん」「ボランティア登録」「地区社協活動への参加」「ＰＴＡ活動」

「自治会での活動」などなど・・・やりたいこと、できることからはじめてみよう 
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平成２４年度地域ネットワーク構築くろねえ事業 

 くろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」事業要項 

 

１． 目 的 

  くろねっとさん支えあい活動から支えあいやネットワークを地域に普及し、

合わせて、くろねっとさんの認知度を高め、地域での支えあい活動を活性化

させる。 

 

２． 実施主体 

  社会福祉法人上三川町社会福祉協議会 

  上三川町地域包括支援センター 

 

３． 協 力 

  上三川町民生児童委員協議会 

 

４． 事業概要 

  くろねっとさんの支えあい活動の対象となる高齢者や障害者等支援が必要 

な者に対し、くろねっとさんが“見守る・声をかける・かかわる・お手伝い 

する”等支えあい活動を対象者に合わせて行う 

 

５． 対象者 

  何らかの支援が必要な高齢者や障害者等で、くろねっとさん支えあい活動 

の対象者となることについて同意した者 

 

６． 事業内容 

（１）民生児童委員の協力のもと対象者候補者を抽出する 

（２）対象者候補者の意思を確認する 

（３）対象者とくろねっとさんをつなぎ、支えあい内容や頻度などを相談す

る 

（４）くろねっとさんが対象者に支えあい活動を実践する 

（５）くろねっとさん定期会合にて支えあい活動の評価をしながら、地域で

の普及方法を検討する 

 

７． 予算措置 

  共同募金配分金事業 

   ボランティア活動育成事業 

    くろねえ事業   ８６，０００円 



地域ネットワーク構築くろねえ事業「くろねっとさん」の支えあい活動イメージ（平成２３年度～平成２６年度）

    ちょっと心配な人を 

     お手伝いする 

ちょっと心配な人に声をかける 

ちょっと心配な人に関わる 

ちょっと心配な人に気づく 

ちょっと心配な人を見守る 

• くろねっとさん養成講座修了者が自分の地域で
の支えあいの実践を継続する 

• くろねっとさんと関係機関が連携する 

• くろねっとさん養成講座修了者が自分の地域で
支えあいを実践する 

• くろねっとさん会合を定期的に開催し活動を継続
させる 

•  支援を希望する高齢者や障がい者への日常的
な見守りや声かけなど出来る範囲のお手伝いをく
ろねっとさんが行う 

平成２３年・２４年 

平成２３年・２４年 

平成２４年・２５年・２６年 

支えあい活動のプロセス 支えあい活動の年度目的 

平成２４年度からくろねっとさんからの支えあいを希望する人とくろねっとさんを結

び、具体的なくろねっとさん支えあい活動をスタートさせる 



人と人とが支えあう地域

人の生活を支援する

　　　　
社会福祉協議会サービス 

障がい者福祉 

関係サービス 
介護保険関係 

サービス 

行政サービス 

デイサービス 

ホームヘルパー 

ショートステイ 等 

デイサービス 

ホームヘルパー 

ショートステイ 等 

 

あすてらす 

安否確認訪問事業 

どりーむ号いきいき号貸出 

各種貸付事業 

地域包括支援センター 等 
 

介護手当交付事業 

緊急通報装置貸与 

日常生活用具給付 等 
 

食事サービスボランティア事業 

ふれあいいきいきサロン等 

各地区社協の様々な事業と活動 

 

連携・協力 

上三川町社会福祉協議会 
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７小学校地区社会福祉協議会 

ボランティアセンター事業 

地区社協への支援 

ネットワーク構築くろねえ事業 

地域の安全見守り隊 等 
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１．地域にいる”ちょっと心配な人”を支えあい活動（見
守り・声かけ・お手伝い）で支える 

２．定期的に集まり、支えあい活動の継続・拡充をは
かる 

３．支えあい活動から地域全体の心配の種を見つけ

る 

４．地域や地区社協と一緒に心配の種の解決につな

がる活動を行う 

 

くろねっとさん 
地区社協の事業・活動 

地域づくりのための町社協事業 

気にしてくれる 

ご近所さん 一緒にお茶を 

飲んでいる友人 

ボランティアさん 

孫のママ友だち 



１．くろねっとさんの目的

　（１）地域にいる”ちょっと心配な人”を支えあい活動（見守り・声かけ・お手伝い）で支える

　（２）支えあい活動を実践するくろねっとさんを組織化し、その活動をシステム的に地域に広げていく

２．具体的な活動内容

　（１）困っている人を見守る・気づく・声をかける・かかわる・お手伝い（支援）する

　（２）ふれあい健康福祉まつりで招待した一人暮らし高齢者等の付添いと会場内案内を行った（送迎は外出支援ボランティア）

　（３）くろねえ集会の企画開催協力　（グループに”くろねえ集会企画開催協力くろねっとさん”３人が入っている）

３．くろねっとさんの展開

町社会福祉協議会では、ネットワーク構築「くろねえ事業」（平成２０年から実施）の一環として、地域の支
え手となる「くろねっとさん」を養成し、くろねっとさん支えあい活動を行っています。

「くろねっとさん」とは？

くろねっとさん養成
講座 

•３回コース開催
(H23.9/7.14.28) 

•支えあい活動
（見守り・声か
け・お手伝い）の
具体的方法を学
ぶ 

 

自分の地域で支え
あい活動の実践 

•身近な地域で自
分のできる範囲
でくろねっとさん
支えあい活動
（見守り・声か
け・お手伝い）を
実践してみる 

くろねっとさん会合
の定期開催 

•くろねっとさん活
動が継続し、楽
しく価値あるも
のとなるよう、定
期的な会合で
フォローアップ
や情報交換を行
う 

くろねっとさん支え
あい活動スタート 

•「支えてほしい」
と希望する人と
くろねっとさんを
つなぎ、その人
に合わせた支え
あいをくろねっと
さんが行う 

地域（地区社協）と
タイアップ 

•地区社協やコミ
センとタイアップ
することで、地
域全体の心配
の種を見つけや
すくなる 

•地域や地区社
協と一緒に心配
の種の解決につ
ながる活動を行
う 

７地区社協はじめ皆さんへの報告会（兼ミニくろねえ集会）の開催し、各地域に出向き、ネットワーク構築くろねえ事業及

びくろねっとさん支えあい活動について地域の皆さんへお伝えする予定です。 

＜上三川小学校地区社協：３月１６日開催＞＜坂上小学校地区社協：３月２３日開催＞ 

１ ２ ３ ４ ５ 

平成２３年度くろねっとさん数：上三川小地区１９名・北小地区４名・坂上小地区１名・本郷小地区２名・本郷北小地区８名・明治小地区４名・明治南小地区５名  合計４６名 





Ｂさん

＜例えば・・・・・＞

一人暮らしで誰かと話しがしたいＡさんには、くろねっとさん
２人が月２回自宅を訪問し、お茶を飲みながら話しをしている。
この間、足が痛いと聞いたので、くろねっとさんが地域包括
支援センターに連絡した。

くろねっとさん

２人暮らしのＢさん夫妻。奥さんがお出かけする
日曜日にくろねっとさんが訪問して、ご主人と
お話しをしてくる。ご主人の認知症の心配がある
ので、介護保険を使ったらと伝えてきた。

くろねっとさんご本人と家族

　　　　Ａさん

　Ｃさん

くろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」

ご本人

くろねっとさん（ご自宅を訪問し

町社協・地域包括支援センター 
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ご本人の希望や状況にあったくろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」



Ｂさん

　　　　Ａさん

　Ｃさん

くろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」事業フロー図

くろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」事業フロー図

民生児童委員や地域包括支援センター等  
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Ａさん・・・一人暮らし。８５歳。「寂しい」という訴えが多い。介護保険でデ

イサービスやホームヘルパーを利用しているが、月に１度でも話し相手

が欲しいらしい。 

Ｂさん・・・知的障がい者の子ども４５歳と、その親７７歳との二人暮らし。

今は元気だが、近所付合いがほとんどないので、心配。顔見知りな人を

作って欲しい。 

Ｃさん・・・学校に行けていないような子どもと、病気だろう母親の二人暮

らし。子どもが話ししたり遊んだりできる人がいたら子どもの気が晴れると

思う。 

説明について 
（１）対象者候補者へ「町社協が実施しているくろねっとさん支えあい活動で、地

域にいる支え手ボランティアくろねっとさんが時々お話しや顔を見に来る」旨の説

明をお願いします。 

（２）詳しくは、後日、町社協や地域包括支援センターの職員が対象者候補者自

宅を訪問し説明しますので、あわせてお伝えください。 

ご本人の同意について 
（１）対象者候補者の情報を、町社協や地域包括支援センターに伝えること、その

後訪問することについて対象者候補者から同意を取るようお願いします。 

（２）「くろねっとさん支えあい活動」で実際にくろねっとさんが訪問するのか、どの

ような支えあいの方法をとるかなどの具体的な話しは、町社協や地域包括支援

センターが訪問した際に決定していきます。 
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Ａさん
一人暮らしで誰かと話しがしたいＡさんには、くろねっとさん
２人が月２回自宅を訪問し、お茶を飲みながら話しをしている。
この間、足が痛いと聞いたので、くろねっとさんが地域包括
支援センターに連絡した。

Ｂさん ２人暮らしのＢさん夫妻。奥さんがお出かけする
日曜日にくろねっとさんが訪問して、ご主人と
お話しをしてくる。ご主人の認知症の心配がある
ので、介護保険を使ったらと伝えてきた。

民生児童委員や地域包括支援センター、在宅介護支援センター等 
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Ａさん・・・一人暮らし。８５歳。「寂しい」という訴えが多い。介護保険でデイサービスやホー

ムヘルパーを利用しているが、月に１度でも話し相手が欲しいらしい。 

Ｂさん・・・知的障がい者の子ども４５歳と、その親７７歳との二人暮らし。今は元気だが、

近所付合いがほとんどないので、心配。顔見知りな人を作って欲しい。 

Ｃさん・・・学校に行けていないような子どもと、病気だろう母親の二人暮らし。子どもが話し

したり遊んだりできる人がいたら子どもの気が晴れると思う。 

町社協・地域包括支援センター 
くろねっとさん 
（地域の支えあいボラ協 同 

経 
 

過 
 

報 
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 町社協や地域包括支援セン
ターが訪問してご本人に直接

お聞きしてきた希望をもとに、 

くろねっとさんと町社協・地域包

括支援センターとで「誰が」「ど

のような」支えあいを「どのくら

いの頻度で」行うかを検討する。 

  

 対象者候補者の情報をもとに、町社協や
地域包括支援センターが訪問し、ご本人が

「具体的にくろねっとさんのどのような支え

あい活動を希望しているのか。」を直接お聞

きする。 
 

（例）①１週間に１回電話で話しがしたい。 

   ②なるべく近くに住むくろねっとさんに

月１回家に来てほしい。 

   ③なるべく遠くに住むくろねっとさんに

月２～３回、一緒に本を読んでほしい。 

 くろねっとさん・町社協・地域包括支援センターと、ご本人とが顔合わせマッチング

ご本人の希望や状況にあったくろねっとさん支えあい活動「くろねっとさんです」を実

くろねっとさん会合  

 （支えあい活動「くろねっとさんです」事業の振り返りや活動の共有や評価を行う） 


